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大会会場へのアクセスと会場配置図 

 

一般講演、シンポジウム、授賞式、代議員総会、懇親会 

〒243-0034 神奈川県厚木市船子 1737 東京農業大学（厚木キャンパス） 

 

 

 
 

 

＊小田急線 本厚木駅から 

・バス：本厚木駅南口の 14 番乗り場から約 15 分 

現在は南口を出て正面にバス停への歩行者デッキ（エスカレーター・階段）があります。 

便数が少ない土曜・休日ダイヤでの運行です。ご注意下さい。 

・タクシー：本厚木駅北口から約 10 分 

タクシー乗り場は北口を出て正面です。 

「東京農大のバスロータリーまで」とドライバーにお伝え下さい。 

・徒歩：約 30 分 

 

＊自家用車でのご来場はできません。 

  

東京農業大学行バス停の位置 

バス時刻表 



 

キャンパスマップ（バス停、大会会場、懇親会会場） 

 
 

大会会場（講義棟）マップ（A-C 会場、トリニティーホール、ホワイエ） 

 

・A-C 会場（3 階）･･･ 一般講演（口頭発表）、英語口頭発表、小集会 

・トリニティーホール（1 階、M2 階）･･･ シンポジウム、授賞式、受賞講演、代議員総会 

・ホワイエ（M2 階）･･･ 一般講演（ポスター発表）、昆虫じまん 

・ホワイエ上段（2 階）･･･ 小中高生ポスター発表  



 

大会事務局からのお知らせ 

 
受付：講義棟 R 階出入り口にあります。各日 8:00 から開始します。持参頂いた名札をご提

示の上、名札ケースをお受け取り下さい。当日参加も大会ウェブサイトから参加登録して下

さい（参加費の現金でのお支払いは受け付けておりません）。なお、大会 1 日目 9 月 13 日

（土）の公開シンポジウム、2 日目 9 月 14 日（日）の小中高生ポスター発表および昆虫

じまんへの参加は無料です。 

 

名札：各自でプリントアウトして持参頂き、会場では必ずお付け下さい。名札を忘れた場

合は受付へ申し出て頂き、白紙の名札を受け取って記入して下さい。 

 

要旨集：PDF 版のみ作成し、冊子体は配布しません。必要な場合は各自でプリントアウト

して持参して下さい。PDF 版は大会ウェブサイトで公開します。 

 

代議員総会：大会 3 日目 9 月 15 日（月）15:15 から 16:30 までトリニティーホールで

開催（終了時間は変更の可能性あり）。会員の方は傍聴することができます。事前申込がお

済みでない方は会場入口（M2 階）で受付を行い、入場して下さい。なお、代議員総会に先

立って、ポスター発表賞および英語口頭発表賞の授賞式を開催します。 

 

公開シンポシウム：大会 1 日目 9 月 13 日（土）9:30 からトリニティーホールで開催。 

 

公募シンポジウム：大会 2 日目 9 月 14 日（日）14:45 からトリニティーホールで開催。 

 

懇親会：大会 1 日目 9 月 13 日（土）17:00 から学生会館 1 階で開催。懇親会の終了に

あわせて、学生会館前から本厚木駅までの送迎バス（無料）が出ます。 

 

一般講演（口頭発表）：詳しくは「一般講演（口頭発表）におけるプレゼンテーション」を

ご覧下さい。 

 

一般講演（ポスター発表）：大会２日目９月 14 日（日）にホワイエで開催。奇数番号は

12:00～13:00 を、偶数番号は 13:00〜14:00 を発表のコアタイムとします。発表者は

これより前に掲示を終え、コアタイムはポスター前で対応して下さい。優れたポスター発表

にはポスター発表賞が授与されます。授賞式は大会 3 日目９月 15 日（月）15:15 から、

代議員総会に先立って行います。 

ポスターの掲示は大会 2 日目 9 月 14 日（日）8:00 から可能です。自身のポスター番

号の表示のある壁面・ガラス面に掲示して下さい。掲示の際は、ポスター番号表示の下にポ

スターの左上の角がくるように位置を調整し、ポスター番号表示の脇にある両面テープで

貼って下さい。ポスターの撤収は同日の 17:00 までにお願いします。 

 



 

英語口頭発表：英語口頭発表は大会 2 日目 9 月 14 日（日）11:15 から B会場で開催。

発表時間・方法は一般講演（口頭発表）と同じです。ただし、座長は大会運営側で準備しま

す。優れた英語口頭発表には英語口頭発表賞が授与されます。授賞式は大会 3 日目 9 月 15

日（月）15:15 から、代議員総会に先立って行います。 

 
小集会：大会 2 日目 9 月 14 日（日）と 3 日目 9 月 15 日（月）の 17:00 から小集会を

開催。開催時間は最大で２時間です。終了時間（19:00）を守って下さい。すべての会場に

液晶プロジェクターが装備されています。終了後は大会スタッフが操作パネルを終了させ

ますので、世話人はすみやかに大会本部に終了した旨をお伝え下さい。 

 
小中高生ポスター発表：大会 2 日目 9 月 14 日（日）にホワイエ上段で開催。12:30～

13:30 を発表のコアタイムとします。発表者はこれより前に掲示を終え、コアタイムはポ

スター前で対応して下さい。発表者には参加賞の他、優れたポスター発表に対しては優秀賞

が贈られます。コアタイム終了後、14:00 からホワイエで授賞式を行います。 

ポスターの掲示は大会 2 日目 9 月 14 日（日）8:00 から可能です。自身のポスター番

号の表示のある壁面に掲示して下さい。掲示の際は、ポスター番号表示の下にポスターの左

上の角がくるように位置を調整し、ポスター番号表示の脇にある両面テープで貼って下さ

い。ポスターの撤収は同日の 17:00 までにお願いします。 

 

昆虫じまん：ホワイエで開催。展示用のテーブルに大会 1 日目 9 月 13 日（土）8:00 か

ら展示可能です（２日目だけの展示でも結構です）。展示説明のコアタイムは大会 2 日目 9

月 14 日（日）12:30～13:30 です。コアタイムは展示の前で対応して下さい。展示者に

は参加賞が贈られます。 

 
撮影：大会における発表スライド・ポスターの写真・動画の撮影は原則禁止です。発表者の

許可を得た場合に限り認められます。 

 
喫煙：会場のある講義棟 1 階の出入り口から屋外に出て左手に喫煙所があります。 

 
休憩所：講義棟 3 階 1307教室（C 会場隣り）です。M2 階のホワイエもご利用頂けます。 

 

駐車場：大学の駐車場はご利用頂けません。会場へは公共交通機関か徒歩でお越し下さい。 

 

昼食：大会期間中は学内の食堂・売店は閉まっており、弁当の販売もありません。大学周辺

には飲食店はありませんので、会場にお越しになる前に昼食をお求め下さい。休憩室に電子

レンジとお湯の入ったポットを用意します。 

 

会期中の緊急連絡先：konchugakkai85@gmail.com  



 

一般講演（口頭発表）におけるプレゼンテーション 

 

講演時間：口頭発表は 15 分間（発表 12 分、質疑 3 分）です。時間厳守をお願いします。

予鈴 10 分、本鈴 12 分、終鈴 15 分で経過時間をお知らせします。講演の取り消しがあっ

た場合には、その時間帯を空き時間とし、繰り上げは行いません。当日の講演取り下げは、

会期中の緊急連絡先（konchugakkai85@gmail.com）にお願いします。 

 

パソコンの準備：各自でノート型パソコンおよび電源ケーブルをご持参下さい（Windows

を推奨）。プロジェクターへの接続はHDMIケーブルのみです。変換ケーブルが必要な方は

忘れずにお持ち下さい。パソコンの不具合に備え、必ずスライドの PDFデータを USBメ

モリに保存してお持ち下さい。ファイルサイズは極力小さくして下さい。個人でパソコンを

ご準備頂けない場合、お近くの方で融通しあうなどして下さい。大会運営側はデータ消去、

USBメモリを介したウイルス感染等の責任は負いません。 

 

試写：必ず事前に、空き時間等を利用して発表される会場にて試写を行い、動作を確認して

下さい。休憩室でも試写ができます。混雑緩和のため動作確認以外は行わないで下さい。 

 

座長：発表後は次の発表の座長をお願いします。ただし、午前と午後の最初の発表の座長は

大会運営側で準備します。 

 

発表の手順： 

① 発表者は、前の発表者の講演中に「次演者席」に着席します。 

② 前の発表者の質疑の間に次の発表者のパソコンへの切り替え作業を行います（質疑中

にスライドの投影はできません）。次の発表者はパソコンを接続する際、あらかじめ投

影予定のファイルを開いておいて下さい（スライドショーはパソコンの切り替え後に開

始して下さい）。会場係の責任以外でパソコンの画面切り替えに時間がとられた場合であ

っても、その分の時間延長は行いません。 

③ 配線が複雑になるので、講演準備および講演中は電源に接続しないで下さい。どうして

もバッテリーに不安のある方は会場係にお申し出下さい。 

 

  



 

学会賞授賞式および受賞講演 

9 月１3 日（土）15：15～16：30 トリニティーホール 

 

2025年度論文賞（表彰のみで、受賞講演はありません） 

受賞論文：Tatsuki Matoba, Yoshitaka Kamimura, Kazunori Yoshizawa (2024) 

Traumatic copulation and counterpart female traits are widespread in 

fritillary butterflies (Lepidoptera: Nymphalidae: Argynnini). Vol. 27(2) 

ENS 12570. 

受賞論文：Kôichi Arimoto, Junichi Yukawa, Masako Yafuso, Ayako Sasaki, Zhi-

Hui Su (2024) New genus and two new species of Cecidomyiidi 

(Diptera: Cecidomyiidae) inhabiting the fig wall of Ficus subpisocarpa 

and Ficus caulocarpa (Moraceae) in Japan and Taiwan. Vol. 27(3) 

ENS 12583.  

 

 

 2024年度若手奨励賞（表彰および受賞講演） 

中濵 直之 会員（兵庫県立大学 自然・環境科学研究所） 

「絶滅危惧昆虫の保全に向けた生態学及び遺伝学的研究」 

 

 2025年度若手奨励賞（表彰および受賞講演） 

渡部 晃平 会員（石川県ふれあい昆虫館） 

「ゲンゴロウ科およびその他の水生・半水生昆虫を中心とした分類学・生態学およ

び保全生物学的研究」 

 

2025年度あきつ賞  受賞対象なし 

 

 

 

各種会議の案内 

東京農業大学厚木キャンパス 講義棟 

 

９月１2 日（金）（大会前日） 

開催希望のお申し出のあった委員会委員長に大会事務局から個別にお知らせして

おります。 

 

９月１5 日（月） 

15：15〜16：30 代議員総会（トリニティーホール） 

16：30〜16：45 理事会（トリニティーホール）代議員総会に引き続き開催。 
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S1：公開シンポジウム 

 

小笠原昆虫研究への招待—自然史研究と保全のフロンティア 

 

9 月 13 日（土）9：30〜12：00（トリニティーホール） 

オーガナイザー：岸本 年郎（ふじのくに地球環境史ミュージアム）・山本 捺由他（環境

省小笠原自然保護官事務所）・嶋本 習介（相模原市立博物館） 
 
 
企画趣旨 

大陸と隔絶された海洋島では、生態学や進化学を含む自然史研究上興味深い固有の生態

系が成立することが一般に知られている。小笠原諸島は日本における代表的な海洋島であ

り、固有種を多く含む独自の生態系が成立していることから、様々な自然史研究の舞台とな

ってきた。しかし、多様性の高い分類群である昆虫では、小笠原諸島における種多様性自体

の解明すら完全ではなく、自然史研究上重要な研究テーマがまだまだ眠っていると考えら

れる。他方で、小笠原諸島はグリーンアノールに代表される侵略的な外来生物の影響を強く

受けてきた地域でもある。一部の昆虫群が絶滅の危機に瀕しているなど、昆虫の保全に向け

た研究が必要な状況にある。小笠原諸島における昆虫の自然史を解明し保全につなげるこ

とは急務であり、その課題解決のため、多くの昆虫研究者が小笠原諸島を舞台にした研究に

参画することが重要である。 

今回のシンポジウムではまず、小笠原諸島の生態系の重要性と現在行われている保全事

業についてレビューする。次に、小笠原諸島における昆虫保全ならびに昆虫研究について、

それぞれ二名の演者にご講演いただく。そのことを通じ、小笠原諸島における昆虫研究の魅

力や重要性、今後期待されることについて議論するとともに、小笠原諸島を舞台とした昆虫

研究への、研究者の参画とゆるやかな昆虫研究ネットワークづくりの契機としたい。 

 
 

講演 

S101 山本 捺由他（環境省小笠原自然保護官事務所）：最後の秘境を守るには—小笠原諸

島の昆虫の価値と保全の現在地 

S102 加賀 芳恵（小笠原自然文化研究所）：島民昆虫記〜絶海の孤島に移住して〜 

S103 矢後 勝也（東京大学総合研究博物館）：小笠原固有チョウ類の危機的状況とその保

全活動－オガサワラシジミの哀史を中心に－ 

S104 相馬 純（弘前大学白神自然環境研究センター）：小笠原諸島の固有カメムシ：多様

な生態的特性がもたらす保全研究と種分化研究への有用性 

S105 大島 一正（京都府大・院生命・昆虫情報、京都府大・新自然史セ、京都府立植物園）・

川北 篤（東大・理・植物園）・広渡 俊哉（九大院・農・昆虫）、屋宜 禎央（九大院・

農・昆虫 DX）：「固有種」という枠を超えた小笠原諸島固有生物の進化的特異性 
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S2：公募シンポジウム 

 

時を生きる昆虫たちの巧妙な戦略 

 

9 月 14日（日）14：45〜16：45（トリニティーホール） 

オーガナイザー：松田 直樹（京都大）・後藤 慎介（大阪公立大）・田中 一裕（宮城学院

女子大） 
 
 
企画趣旨 

地球上の生命は、絶えず変動する環境の中で営まれている．不規則な環境変化がある一

方で、潮汐周期（12.4 時間）、日周期（24時間）、半月周期（14.7日）、月周期（29.5

日）、そして年周期（365日）といった、地球物理学的なメカニズムが生み出す規則的な

変動も存在する．このような周期的な環境変化は、生物の生存と繁殖に大きな影響を与え

ており、生物は進化の過程で周期的な環境変化を予測するメカニズムや戦略を獲得してき

た．例えば、餌の獲得、捕食者からの回避、繁殖活動のタイミングなどが挙げられ、生命

活動のあらゆる側面に「時」の戦略が深く関わっている． 

本シンポジウムでは、昆虫が示す多岐にわたる周期的な現象を紹介するとともに、その

根底にある巧妙なメカニズムや生物学的意義について、最新の研究成果を交えながら深く

掘り下げる．生態学的な視点から分子生物学的なアプローチまで、幅広い分野で活躍する

演者が、それぞれの最先端の研究を紹介する．本シンポジウムを通して、昆虫たちが織り

なす「時」をめぐる精緻な戦略を、参加者と共有し、今後の昆虫科学の発展に繋がる新た

な視点を提供したい． 

 

講演 

S201 吉村 真由美（森林総合研究所）：季節を知る：カワゲラの生活史 

S202 佐倉 緑（神戸大・院理）：時刻から方向を知る：昆虫の偏光コンパス 

S203 左倉 和喜（基礎生物学研究所・進化発生）：潮汐を知る：マングローブスズの概潮

汐時計 

S204 渡 康彦（芦屋大・臨床教育）・田中 一裕（宮城学院女子大・一般教育）：地中で 1

日を知る：タマネギバエの羽化リズム 
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小集会 

 

9 月 14 日（日）17：00～19：00 

 

WA2：第 26 回昆虫の季節適応談話会（A 会場） 

 世話人：田中 一裕（宮城学院女子大学）・後藤 慎介（大阪公立大学） 

WA201 丸岡 奈津美（宇都宮大・バイオ）「ミジンコにおける競争回避戦略としての休

眠とその分子機構」 

WA202 ○田渕 研 1・吉村 英翔 1,2・松木 伸浩 3,4・舛谷 悠祐 1,5（農研機構東北農業

研究センター1・玉川大学 2・福島県農業総合センター3・福島県農林水産部 4・岩

手大学 5）「クモヘリカメムシ最近の話題：被害リスク予測と分布拡大」 

WA203 松田 直樹（京都大学）「エンドウヒゲナガアブラムシの世代を超えて時を刻

む季節タイマー：その生態的意義とメカニズムを探る」 

 

 

WB2：日本半翅類学会小集会（B 会場） 

 世話人：伴 光哲 

WB201 山田 量崇 1,2（兵庫県立大学 1・兵庫県博 2）「日本産カメムシ亜目相の全容

解明に向けて －ムクゲカメムシ下目・クビナガカメムシ下目－」 

WB202 三田村 敏正（福島大学）「日本産カメムシ亜目相の全容解明に向けて －タ

イコウチ下目－」 

WB203 渡部 晃平（石川県ふれあい昆虫館）「日本産カメムシ亜目相の全容解明に向

けて －アメンボ下目－」 

 

 

WC2：昆虫分類学若手懇談会（C 会場） 

 世話人：中村 涼 

WC201 山﨑 健史 1,2（兵庫県立大/自然・環境科学研究所 1・兵庫県立人と自然の博

物館 2）「東南アジアでのフィールドワークと欧州での博物館標本の調査」 

WC202 松村 洋子（ウィーン大/進化生物学部）「機能形態学との出会いと国内外で

の研究経験」 

WC203 大山 望（福井県立大/恐竜学部）「化石昆虫研究のメッカ、パリ国立自然史

博物館での研究」 
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9 月 15 日（月）17：00～19：00 

 

WA3：昆虫の家族をめぐる進化生態学（A 会場） 

 世話人：鈴木 誠治（北大・農）・工藤 慎一（鳴門教育大） 

WA301 工藤 慎一（鳴門教育大）「卵の表現型進化：オーバービュー」 

WA302 ○大浦 ひなた 1・小嶺 星心 2・大庭 伸也 1,2（長崎大院・総合生産科学 1・

長崎大・教育 2）「コオイムシの卵サイズと幼虫サイズに与える温度の影響」 

WA303 正本 大岳（九大・システム生命）「カメムシ類における卵のサイズと形：複

数階層で見えてきた変異の実態と適応」 

 

 

WB3：小笠原マイナー昆虫若手の会（B 会場） 

 世話人：相馬 純 

WB301 相馬 純（弘前大学白神自然環境研究センター）「小笠原諸島のマイナー昆虫：

若手研究者の需要と最近の事例紹介」 

WB302 久末 遊 1,2（自然研・小笠原 1・東京都立大・理 2）「小笠原村民虫屋の日常：

フィールドに住んで取り組む多様性研究」 

WB303 朴 鎮亨（九大院・生資環・昆虫）「町中の自販機から絶海の孤島まで～行っ

てみてわかった小笠原のヒロズコガ～」 

WB304 橋爪 拓斗（九大院・生資環・昆虫）「ハネカクシと小笠原諸島：小さな島の

大きな意義と向き合い方」 

 

 

WC3：アザミウマの食生活と性生活（第９回アザミウマ研究会）（C 会場） 

 世話人：中尾 史郎・塘 忠顕 

WC301 ○工藤 達実・土畑 重人（東京大学総合文化研究科）「ネギアザミウマにお

ける異なる配偶システムの共存メカニズム」 

WC302 ○中尾 史郎 1・塘 忠顕 2・柴田 史音 3・喜久村 智子 4・鎌田 可奈 5（京都

府大院 1・福島大学 2・福島大院 3・沖縄県 4・JAひがしみの 5）「アザミウマ形

成ゴールに同居するクダアザミウマの食性」 
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小中高生ポスター発表（ホワイエ上段） 

 

9 月 14 日（日）コアタイム 12：30～13：30 

 

PY01 辻 愛珠・山本 篤哉・佐々木 理央・水元 奏良（熊本県立天草高等学校）「発光周

期と DNAから考察される天草ゲンジボタルの特異性」 

PY02 井上 碧人・岩前 宏武・春日 晄弥（東京都立立川高等学校）「カシノナガキクイム

シの菌嚢の配置について」 

PY03 西澤 ひなた（長野市立広徳中学校）「クワガタの昆虫ゼリーがカビない理由」 

PY04 森岡 正道（吉備中央町立加賀南小学校）「クワガタを助けたい」 

PY05 森岡 正義（岡山理科大学附属中学校）「ピンクバッタよ、どう生きる」 

PY06 森岡 玲圭（ノートルダム清心学園清心女子高等学校）「迫る！ヒメ様の謎—ヒメギ

スのグルーミング」 

PY07 奥井 彩恵（桜丘高校）「嫌われ者から救世主へ「ゴキブリの秘められた可能性」」 

PY08 内山 旬人（茨城県立土浦第二高等学校）「キバネツノトンボの研究 — 生態・生

活環の総括と種間比較 —」 

PY09 熊谷 佐和子（東京都千代田区立九段小学校）「蚊を退治する模型の開発 〜実用化

を目指して〜」 

PY10 岸上 洪喜・小林 奨真・内田 華蓮（安城農林高等学校）「BSF（アメリカミズアブ

幼虫）を用いたトマト残渣処理」 

PY11 塔野岡 達希（つくば開成高等学校）「チャイロスズメバチによる巣の乗っ取りと他

種スズメバチへの手懐け行動」 

PY12 國谷 理久・西野 大翔（安田学園高等学校）「ミツバチの栄養交換: 触角の動きを介

した空腹度の認識」 

PY13 小島 大洋（横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校）「クロオオアリの食生

と塩分の関係性について」 

PY14 橋見 優奈（横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校）「アゲハチョウの蛹で

何が起こっているのか」 

PY15 成田 聖（埼玉県春日部市立桜川小学校）「ナミアゲハの幼虫の色覚についてー前蛹

になる時に選ぶ場所から考えたことー」 

PY16 成田 逞（埼玉県春日部市立葛飾中学校）「アブラゼミの幼虫の反射的行動の組み合

わせー生存と繁殖への希望ー」 

PY17 佐藤 日向（さいたま市立大宮北中学校）「ナベブタムシの長翅型のなぞ」 
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PY18 渡邉 智也（沖縄県立コザ高等学校）「ヒメトビサシガメの水辺への適応における収

斂進化」 

PY19 芥川 涼子・古家野 百桜（清心女子高等学校）「ダンゴムシの痛覚の有無と行動へ

の影響〜唐辛子を用いた行動解析〜」 

PY20 野田 悠太（群馬大学共同教育学部附属小学校）「群馬県の虫いちらん」 

PY21 塩田 悠太朗（NPO 法人 フュージョン長池（生きもの展示室）・NPO 法人 なら

はらの森 なかの学舎）「八王子市楢原町の昆虫生息状況について」 

 

 

 

昆虫じまん（ホワイエ） 

 

9 月 14 日（日）コアタイム 12：30～13：30 

 

展示 1 城月 香馬（大泉学園小学校） 
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